
グループワークの記録
グループワークでは、各エリアのタイトルや未来の具体的シーンを検討し、10年後のセンター地区の未来予想図

のたたき台として整理しました。

〈未来の具体的シーン〉
円形劇場・芝生広場・ビオトープ・里山などを活かしたイベント

など多様な活動が行われ、市民・学生・企業・人と自然の博物館

が協働しながら自然を維持し、育てる公園となっている。

自然を楽しむだけでなく、学び・交流・イベントを通じて、一日

を通して過ごせるフラワータウンのシンボルとなっている。

フ ラ ワ ー ス タ ジ ア ム パ ー ク （ 仮 称）
深田公園周辺 エ リ ア

〈主な意見〉
イベント・パブリックビューイング、ヤギ放牧による草地管理、環

境学習、商業施設・博物館・深田公園をつなぐ回遊ルート整備  等

A

〈未来の具体的シーン〉

人と自然の博物館を中心に、自然・学び・市民活動が日常的につな

がる交流拠点となっている。子どもから高齢者までが気軽に集い、

自然や地域の歴史を学びながら、市民ボランティアが活動を支え、

地域全体で『人博』を育てる場となっている。

地元 か ら 人 博 を 盛 り 上 げ た い （ 隊）！
人 と 自 然 の 博 物館周辺 エ リ ア

〈主な意見〉

交流・学習スペース整備、 S N S ・ 掲 示・広報強化、ボランティア

参加窓口・活動支援、学校・大学・地域・博物館連携  等

B

み ん な で ワ ク ワ ク 広 場
エ キ マ エ ア キ チ 周 辺 エ リ ア

〈未来の具体的シーン〉
駅前に誰もが気軽に立ち寄れる交流・学びの広場が生まれ、子ども

から高齢者まで世代を超えた交流と日常的な活動が自然に広がって

いる。活動が見える開かれた空間として、多様な主体が関わりなが

ら育てる地域の交流拠点となっている。

〈主な意見〉
オープンな交流拠点、芝生広場、日陰、体験学び・活動スペー

ス、情報発信拠点、送迎しやすい環境  等

C

商業 と 集 い の 場
新 し い イ オ ン ・ サ ン フ ラ ワ ー 周 辺 エ リ ア

〈未来の具体的シーン〉
買い物・交流・挑戦が一体となったフラワータウンのにぎわい拠

点となっている。商業施設を中心に、市民・学生・高齢者がそれ

ぞれの役割を持ちながら活動し、新しい交流や地域ビジネスが生

まれる場となっている。

〈主な意見〉
サンフラワー・イオンで滞留できる仕組みづくり、多世代が活躍

できる場、地域店舗の活用、チャレンジショップ、駅前イベント

広場、情報発信  等

D

交通 ハ ブ
駅・ バ ス 停 周辺 エ リ ア

〈未来の具体的シーン〉
交通だけでなく、人が集まり、待ち、交流するフラワータウンの

玄関口となり、安全性・快適性・利便性を備えた交通結節点とな

っている。移動をきっかけに商業施設や公園、人と自然の博物館

などへ自然に回遊が生まれる交流拠点となっている。

〈主な意見〉
屋根・ベンチ等の待合空間、総合案内サイン・情報発信、駅前

広場活用、既存店舗活用、地域交通ネットワーク、送迎スペー

ス整備  等

E

★自由空間 の 市民 セ ン タ ー ～ 使 い 方 は あ な た 次 第～
市民 セ ン タ ー 周 辺 エ リ ア

〈未来の具体的シーン〉
多世代が自由に過ごし、学び、交流し、市民活動が自然に生まれ

る日常の居場所となっている。一人でもグループでも、それぞれ

が自分らしい使い方を選べる公共空間となっている。

〈主な意見〉
1 階 ホール横へのカウンター席整備、予約制度・受付改善、自由

利用空間、学習・飲食スペース整備、交流・活動スペース  等

F

これまでの経緯・第4回ワークショップの流れ グループワークの
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